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中国のてん菜糖産業：回顧と展望

中国農業大学 経済管理学院　劉東、司偉

【要約】
　中国のてん菜主産地は内モンゴル自治区や新

しん

疆
きょう

ウイグル自治区など同国北部が主体であり、近年の作付面
積は約２０万ヘクタールで安定して推移している。同国のてん菜糖業においては、てん菜の品種改良など科
学技術分野の進展に課題があることや、てん菜の不適切な買い取り方法の実施、他作物や輸入糖との競合な
どが発展の制約となっている。今後しばらくの間、同国のてん菜の作付面積および単収は安定して推移し、
てん菜生産量の著しい変化は生じないものと見込まれる。

はじめに
　砂糖生産量世界第４位の中国で生産される甘味料

は、サトウキビとてん菜を原料とする砂糖が中心で

あり、北部ではてん菜が、南部ではサトウキビが生

産されている（図１）。現在、てん菜糖は同国で生

産される砂糖の約１割を占め、甘しゃ糖とともに同

国の砂糖需要を支えている。

　本稿は、同国のてん菜生産の変遷や現状のほか、

てん菜糖工場数の変化や分布、てん菜糖生産量の推

海外情報

移などについて分析のうえ、同国のてん菜糖産業が

抱える課題について検討し、今後のてん菜糖業につ

いて見通すものである。

　なお、本文中の為替レートは１元＝１7.６0円

（２0２１年９月末日現在のTTS相場）（注）を使用し、

面積単位の換算には１ムー＝0.0６６7ヘクタールを

使用する。

（注）�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の月末TTS相場。

図１　中国における糖料作物の産地

資料：中国農業年鑑の資料を基に農畜産業振興機構作成
　注：ここでは、１000ヘクタール以上栽培されている省（自治区）を産地として示す。
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その後かなり大きく変動しているが、そこにはある

程度の周期性も見られ、７〜８年が一つの周期と

なっていることが分かる。

　一方、てん菜の単収はてん菜生産量と異なり、

1９7８年から２０1９年にかけて安定的に増加した。

　てん菜生産量は1９7８年以降、増加傾向で推移し、

1９９６年に過去最高の1６7３万トンに達した（図３）。

その後、作付面積の減少に伴い1９９９年と２００３年

に著しい減少が見られ、２００４年には近年では最低

となる５８６万トンまで減少した。てん菜生産量は

１　てん菜の生産
（１）てん菜の作付面積、生産量、単収の推移
　1９7８年から２０２０年にかけて、中国のてん菜生

産は大きく変化した。1９7８年以降の作付面積を見

ると、1９９０年代前半にかけて増加傾向で推移し、

1９９1年には過去最高となる7８万３０００ヘクタール

に達した（図２）。しかし、1９９０年代後半から減

少に転じ、２００３年以降は1０〜２０万ヘクタール台

で推移している。

　中国の研究者である韓秉進ほかが中国のてん菜生

産について行った四つの段階分けによると、

1９7８〜1９８7年を「急速な発展」、1９８８〜1９９８

年を「生産のピーク」、1９９９〜２００３年を「急激な

減少」、２００３年〜報告書公表時までを「生産の低調」
［１］の各段階に区分することができ、現在も作付面

積の少ない状態が継続している。また、1９９０年代

図２　中国における糖料作物の作付面積の推移

資料：中国統計年鑑

にはてん菜が糖料作物（てん菜およびサトウキビ）

の作付面積の中で一定の割合を占めていたのに対

し、２０００年代初頭から、糖料作物の作付面積に占

めるてん菜の割合は下降を続けている。てん菜の作

付面積減少の主な理由としては、てん菜の栽培コス

トが競合作物のトウモロコシより高く利益が少ない

ため、トウモロコシへの転作が進んだことや、てん

菜糖より生産コストの低い甘しゃ糖がてん菜糖の市

場を奪ったことなどが挙げられる（注）。なお、中国

糖業協会の最新情報によると、２０２０/２1製糖期（９

月末〜翌５月末）の同国のてん菜作付面積は約

２３万1４００ヘクタールで、直近５年間では最大で

あった。

（注）�中国のサトウキビおよび甘しゃ糖の最近の生産動向
については、本誌「砂糖の国際需給　３．世界の砂
糖需給に影響を与える諸国の動向（２０２1年1０月時
点予測）」の中国の項（1２ページ）を参照されたい。
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１９7８年の単収は１ヘクタール当たり８トンであっ

たが、２0１５年には同５８.６トンに達しており、こ

の４0年間の年平均増加率（注）は４.９３%であった。

これは、てん菜生産において、栽培技術の向上や、

品種改良で顕著な進歩を遂げてきたことが理由と考

えられる。

図３　中国のてん菜生産量および単収の推移

写真１　てん菜圃場の様子（内モンゴル自治区にて撮影）

　なお、２0１６年以降の単収は減少傾向で推移した

ものの、２0１９年には再び増加して同５６トンの水

準まで回復している。

（注）年平均増加率＝�（注）年平均増加率＝� ２0１９年の単収
１９7８年の単収

４0 －１

（２）てん菜生産地の地域的分布
　中国では、てん菜の生産地は主に内モンゴル自治

区、新疆ウイグル自治区、河
か

北
ほく

省、黒
こく

龍
りゅう

江
こう

省、甘
かん

粛
しゅく

省などに分布している（写真１）。内モンゴル自治

区や新疆ウイグル自治区はてん菜生産が盛んであ

り、この二つの自治区のてん菜作付面積は全体の

８0%超を占める。河北省では、てん菜の作付面積

は多くはないものの、安定して推移している（表１）。

一方で、近年てん菜の作付面積が最も急速に縮小し

ているのが黒龍江省で、同省に比べて規模が小さ

かった甘粛省、吉
きつ

林
りん

省、山
さん

西
せい

省などもてん菜生産か

ら徐々に撤退し、わずかな圃
ほ

場
じょう

を残すのみとなって

いる。
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図４　中国におけるてん菜生産地の地域的分布の変化

　図４では、四つの時期（２０００年、２０１２年、

２０１５年、２０１８年）を選び、ここ２０年の中国にお

けるてん菜生産地の地域的分布の変化を示した。

表１　2000/01〜2019/20製糖期のてん菜作付面積
（単位：千ha）

製糖期 ２０００/０１ ２００3/０4 ２００7/０８ ２０１１/１２ ２０１５/１6 ２０１9/２０

全国の糖料作物面積 １,５１５ １,6５7 １,８０２ １,94８ １,737 １,6１０

うち 全国のてん菜面積 3２9 ２4８ ２１6 ２２7 １37 ２１9
（割合） （２１.7％） （１５.０％） （１２.０％） （１１.7％） （7.9％） （１3.6％）

内モンゴル自治区 ５８.9 37.4 3０.3 39.２ 49.9 １２7.4

新疆ウイグル自治区 ５５.7 67.3 7５ 7５.4 6１.２ ５9.9

河北省 9.9 １１.５ １５.7 １２.５ １7.１ １２.4

黒龍江省 １4５.7 １１８.８ 7８.6 ８２ ２.１ ８.9

甘粛省 １０.１ ５.3 ５.9 4.８ ２.9 4.１

吉林省 ２２.7 ２.6 ２.８ ５.０ ０.6 ０.9

山西省 7.6 ２.9 ５.８ ５.6 １.２ ０.１

その他 １８.6 ２.3 １.８ ２.０ ２.１ ５.２
資料：中国統計年鑑
　注：製糖期は、９月末〜翌５月末。

資料：中国統計年鑑
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図４　中国におけるてん菜生産地の地域的分布の変化
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２０１５年、２０１８年）を選び、ここ２０年の中国にお

けるてん菜生産地の地域的分布の変化を示した。

表１　2000/01〜2019/20製糖期のてん菜作付面積
（単位：千ha）

製糖期 ２０００/０１ ２００3/０4 ２００7/０８ ２０１１/１２ ２０１５/１6 ２０１9/２０

全国の糖料作物面積 １,５１５ １,6５7 １,８０２ １,94８ １,737 １,6１０

うち 全国のてん菜面積 3２9 ２4８ ２１6 ２２7 １37 ２１9
（割合） （２１.7％） （１５.０％） （１２.０％） （１１.7％） （7.9％） （１3.6％）

内モンゴル自治区 ５８.9 37.4 3０.3 39.２ 49.9 １２7.4

新疆ウイグル自治区 ５５.7 67.3 7５ 7５.4 6１.２ ５9.9

河北省 9.9 １１.５ １５.7 １２.５ １7.１ １２.4

黒龍江省 １4５.7 １１８.８ 7８.6 ８２ ２.１ ８.9

甘粛省 １０.１ ５.3 ５.9 4.８ ２.9 4.１

吉林省 ２２.7 ２.6 ２.８ ５.０ ０.6 ０.9

山西省 7.6 ２.9 ５.８ ５.6 １.２ ０.１

その他 １８.6 ２.3 １.８ ２.０ ２.１ ５.２
資料：中国統計年鑑
　注：製糖期は、９月末〜翌５月末。

資料：中国統計年鑑
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　２０００年当時、てん菜の主な栽培地域は黒龍江省

（作付面積は１4万５7００ヘクタール）で、内モンゴ

ル自治区と新疆ウイグル自治区（それぞれ５万 

８9００ヘクタール、５万５7００ヘクタール）が同省

に続いていた。同省は中国で初めて、てん菜を試験

的に栽培した省であったが、生産コストの高さなど

からてん菜の作付面積が減少し、てん菜栽培を主導

してきたその地位を継続することが難しくなった。

　２０１２年には、新疆ウイグル自治区のてん菜作付

面積が初めて同省を超えて８万２6００ヘクタールに

達した一方で、同省は７万3０００ヘクタールまで減

少した。この時期、内モンゴル自治区のてん菜作付

面積は安定していたが、貴
き

州
しゅう

省、雲
うん

南
なん

省、陝
さん

西
せい

省、

山
さん

東
とう

省などはてん菜生産から撤退した。

　２０１５年、新疆ウイグル自治区はてん菜作付面積

第１位（６万１２００ヘクタール）を維持していたが、

黒龍江省はこれとは対照的に、ここ２０年で初めて

１万ヘクタールを下回った。２０１８年には、内モン

ゴル自治区が新疆ウイグル自治区を上回り国内第１

位（１２万２０００ヘクタール）となり、新疆ウイグ

ル自治区は第２位（５万73００ヘクタール）となっ

た。そうした中で注目すべきは河北省の作付面積で、

２０００年以降、１万〜１万８０００ヘクタールで安定

して推移している。

　てん菜の生産量にも作付面積と同様の変化が生じ

ている。新疆ウイグル自治区は、昼夜の温度差が大

きく、てん菜の糖分蓄積に適していることや、広大

な土地を利用した集約的な栽培管理を行っているこ

とから、単収では常に全国最高を記録してきた。一

方、黒龍江省では、作付面積の減少に伴い、てん菜

生産量が著しく減少している（表２）。

　てん菜の栽培は、黒龍江省などのさまざまな地域

から次第に新疆ウイグル自治区および内モンゴル自

治区へと集中するようになったが、そこにはてん菜

の栽培技術の水準や自然条件などの地域差が反映さ

れている。中国の研究者である周艶麗ほかの報告

（２０２０年）によると、内モンゴル自治区のてん菜

生産は技術的な優位性が顕著で、収益率が際立って

おり、安定したてん菜生産能力によって製糖企業へ

の十分な原料供給が可能となっているという［２］。

同じく蘇文斌ほかの報告（２０１6年）では、華北地

域のてん菜栽培について重点的に分析を行い、「て

ん菜の栽培は国の産業政策、国際的な砂糖産業の状

況、企業の経済的利益、その他の作物との収益性の

違いなどの影響を受け、優位な地域に集中するに

至った」と述べている［3］。

表２　主要生産地域のてん菜作付面積、生産量、単収の推移
作付面積（千ha） 生産量（万トン） 単収（t/ha）

地域/年 ２０００ ２０１０ ２０１9 ２０００ ２０１０ ２０１9 ２０００ ２０１０ ２０１9

内モンゴル自治区 ５８.9 36.８ １２7.4 １4１.3 １6１.０ 6２9.6 ２4.０ 43.7 49.4

新疆ウイグル自治区 ５５.7 7５.3 ５9.9 ２6５.０ 4８7.０ 44５.3 47.6 64.7 74.3

河北省 9.9 １4.１ １２.4 １１.５ 49.０ 64.3 １１.7 34.８ ５１.9

黒龍江省 １4５.7 77.9 ８.9 ２５4.８ １7５.０ 4１.6 １7.５ ２２.５ 46.7

甘粛省 １０.１ ５.１ 4.１ 37.9 ２２.０ ２6.５ 37.５ 43.6 64.6

吉林省 ２２.7 3.3 ０.9 44.4 7.7 ２.9 １9.6 ２3.５ 3２.２

遼寧省 １6.５ １.１ ２.4 ２８.7 4.9 １4.6 １7.4 46.０ 6０.８
資料：中国統計年鑑
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（３）てん菜の品種
　１９5０年以前、てん菜栽培には主に欧州産の輸入

品種を使用していたが、１９６０年代の初めになって

中国で最初の国産てん菜品種が選抜育種され、生産

に用いられるようになった。２００４年には、それぞ

れの地域に適したてん菜品種が１００種類以上選抜

育種され、王清発ほかの報告（２００5年）では、中

でも普及面積が広く、経済的利益が顕著な品種とし

て、「双豊系列」「吉甜系列」「甜研系列」「工農系列」

が挙げられている［4］。

　しかし、中国食品工業年鑑によると、中国におけ

るてん菜の主な栽培品種は依然として輸入品種（主

にドイツの「KWS系列」、ベルギーの「アンディ系

列」、スイスの「Syngenta系列」）が中心で、作付

面積の約９１%をこれらが占める。

　これら輸入品種は、塊茎の収量が多いものの、糖

の含有率は明らかに低い。一方、国産品種は輸入品

種と比較して、ストレス耐性が強く、糖含有率が高

いが、塊茎の収量は少なく、葉型、株型、根型の均

一性はやや劣っている。同国において、てん菜部門

は他作物と比べて育種への投資が少なく、主に、て

ん菜の育種の遅れや、てん菜の収益性があまり向上

しないといった点に影響を及ぼしている［5］。

２　てん菜糖企業の現状
（１）てん菜糖工場数と生産能力の変化
　１９5０年代、黒龍江省、内モンゴル自治区、新疆

ウイグル自治区などに１４１カ所のてん菜製糖工場

が設立された。当時の中国全土におけるてん菜処理

能力は一日当たり１８万7６００トンで［6］、製糖工場

の多くが中小規模のものであったため、１工場当た

りのてん菜処理量のほとんどが同１０００トン以下で

あり、技術的水準も高いものではなかった。

　１９８０年代、輸入糖に依存する状況を打開するた

め、同国は製糖業の基盤構築への投資を強化した。

１９８４年には、製糖企業のうち原料処理量が同１００

トン以上の企業数は5０４社（そのうちてん菜糖工

場数は９８カ所）であった。１９９１年になると、同

国の製糖工場数は5４４カ所、てん菜糖工場は１０２

カ所に増加した。

　１９９１/９２製糖期には、全国の砂糖生産量は7９１万 

トンを記録し、初めて生産量が国内消費量を上回っ

た。しかし、その後は砂糖の売買体制の改革（注１）、輸

入削減調整の未実施（注２）、糖料作物と穀物供給をリ

ンクさせた奨励政策の中止（注３）などが原因となっ

て、１９９２年から１９９5年にかけて砂糖生産量は減

少を続け、業界全体の業績は低迷した。

　２０００年１月、国家経済貿易委員会が「２０００年

の全国砂糖生産制限指標」を定め、てん菜糖生産量

を7８万トンに制御し、各省の生産量についても制

限を設けた（注4）。これにより小規模の製糖工場の淘

汰が進み、業界構造が集約化された結果、２００３年

末時点の全国のてん菜糖生産企業（グループ）数は

３９社、てん菜糖工場数は４０カ所まで減少すること

となったが、製糖業界の収益は大きく向上した 

（表３）。

　２００９/１０製糖期には、製糖企業のさらなる集約

化によって大企業グループが主導する体制が形成さ

れ、年間生産量３０万トン超えの企業グループが１２

社に増え、それらで全国の砂糖生産量の６８%を占

めるようになった。中国食品工業統計年鑑によると、

２０１7/１８製糖期の全国のてん菜糖生産企業（グ

ループ）は4社、てん菜糖工場は２９カ所であり、

中国全土における１日のてん菜処理能力は９万 

３９００トンであった［5］。

　なお、てん菜糖工場の地域的分布を見ると、黒龍

江省の製糖工場数の減少が最も顕著で、２０１7/１８

製糖期には３カ所まで減少した。新疆ウイグル自治

区と内モンゴル自治区では製糖工場数はほぼ変わら

ず、新疆ウイグル自治区では１４カ所前後、内モン

ゴル自治区でも７カ所前後に保たれている。全国の
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　２０００年当時、てん菜の主な栽培地域は黒龍江省

（作付面積は１4万５7００ヘクタール）で、内モンゴ

ル自治区と新疆ウイグル自治区（それぞれ５万 

８9００ヘクタール、５万５7００ヘクタール）が同省

に続いていた。同省は中国で初めて、てん菜を試験

的に栽培した省であったが、生産コストの高さなど

からてん菜の作付面積が減少し、てん菜栽培を主導

してきたその地位を継続することが難しくなった。

　２０１２年には、新疆ウイグル自治区のてん菜作付

面積が初めて同省を超えて８万２6００ヘクタールに

達した一方で、同省は７万3０００ヘクタールまで減

少した。この時期、内モンゴル自治区のてん菜作付

面積は安定していたが、貴
き

州
しゅう

省、雲
うん

南
なん

省、陝
さん

西
せい

省、

山
さん

東
とう

省などはてん菜生産から撤退した。

　２０１５年、新疆ウイグル自治区はてん菜作付面積

第１位（６万１２００ヘクタール）を維持していたが、

黒龍江省はこれとは対照的に、ここ２０年で初めて

１万ヘクタールを下回った。２０１８年には、内モン

ゴル自治区が新疆ウイグル自治区を上回り国内第１

位（１２万２０００ヘクタール）となり、新疆ウイグ

ル自治区は第２位（５万73００ヘクタール）となっ

た。そうした中で注目すべきは河北省の作付面積で、

２０００年以降、１万〜１万８０００ヘクタールで安定

して推移している。

　てん菜の生産量にも作付面積と同様の変化が生じ

ている。新疆ウイグル自治区は、昼夜の温度差が大

きく、てん菜の糖分蓄積に適していることや、広大

な土地を利用した集約的な栽培管理を行っているこ

とから、単収では常に全国最高を記録してきた。一

方、黒龍江省では、作付面積の減少に伴い、てん菜

生産量が著しく減少している（表２）。

　てん菜の栽培は、黒龍江省などのさまざまな地域

から次第に新疆ウイグル自治区および内モンゴル自

治区へと集中するようになったが、そこにはてん菜

の栽培技術の水準や自然条件などの地域差が反映さ

れている。中国の研究者である周艶麗ほかの報告

（２０２０年）によると、内モンゴル自治区のてん菜

生産は技術的な優位性が顕著で、収益率が際立って

おり、安定したてん菜生産能力によって製糖企業へ

の十分な原料供給が可能となっているという［２］。

同じく蘇文斌ほかの報告（２０１6年）では、華北地

域のてん菜栽培について重点的に分析を行い、「て

ん菜の栽培は国の産業政策、国際的な砂糖産業の状

況、企業の経済的利益、その他の作物との収益性の

違いなどの影響を受け、優位な地域に集中するに

至った」と述べている［3］。

表２　主要生産地域のてん菜作付面積、生産量、単収の推移
作付面積（千ha） 生産量（万トン） 単収（t/ha）

地域/年 ２０００ ２０１０ ２０１9 ２０００ ２０１０ ２０１9 ２０００ ２０１０ ２０１9

内モンゴル自治区 ５８.9 36.８ １２7.4 １4１.3 １6１.０ 6２9.6 ２4.０ 43.7 49.4

新疆ウイグル自治区 ５５.7 7５.3 ５9.9 ２6５.０ 4８7.０ 44５.3 47.6 64.7 74.3

河北省 9.9 １4.１ １２.4 １１.５ 49.０ 64.3 １１.7 34.８ ５１.9

黒龍江省 １4５.7 77.9 ８.9 ２５4.８ １7５.０ 4１.6 １7.５ ２２.５ 46.7

甘粛省 １０.１ ５.１ 4.１ 37.9 ２２.０ ２6.５ 37.５ 43.6 64.6

吉林省 ２２.7 3.3 ０.9 44.4 7.7 ２.9 １9.6 ２3.５ 3２.２

遼寧省 １6.５ １.１ ２.4 ２８.7 4.9 １4.6 １7.4 46.０ 6０.８
資料：中国統計年鑑
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（３）てん菜の品種
　１９5０年以前、てん菜栽培には主に欧州産の輸入

品種を使用していたが、１９６０年代の初めになって

中国で最初の国産てん菜品種が選抜育種され、生産

に用いられるようになった。２００４年には、それぞ

れの地域に適したてん菜品種が１００種類以上選抜

育種され、王清発ほかの報告（２００5年）では、中

でも普及面積が広く、経済的利益が顕著な品種とし

て、「双豊系列」「吉甜系列」「甜研系列」「工農系列」

が挙げられている［4］。

　しかし、中国食品工業年鑑によると、中国におけ

るてん菜の主な栽培品種は依然として輸入品種（主

にドイツの「KWS系列」、ベルギーの「アンディ系

列」、スイスの「Syngenta系列」）が中心で、作付

面積の約９１%をこれらが占める。

　これら輸入品種は、塊茎の収量が多いものの、糖

の含有率は明らかに低い。一方、国産品種は輸入品

種と比較して、ストレス耐性が強く、糖含有率が高

いが、塊茎の収量は少なく、葉型、株型、根型の均

一性はやや劣っている。同国において、てん菜部門

は他作物と比べて育種への投資が少なく、主に、て

ん菜の育種の遅れや、てん菜の収益性があまり向上

しないといった点に影響を及ぼしている［5］。

２　てん菜糖企業の現状
（１）てん菜糖工場数と生産能力の変化
　１９5０年代、黒龍江省、内モンゴル自治区、新疆

ウイグル自治区などに１４１カ所のてん菜製糖工場

が設立された。当時の中国全土におけるてん菜処理

能力は一日当たり１８万7６００トンで［6］、製糖工場
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て、１９９２年から１９９5年にかけて砂糖生産量は減
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（表３）。

　２００９/１０製糖期には、製糖企業のさらなる集約

化によって大企業グループが主導する体制が形成さ

れ、年間生産量３０万トン超えの企業グループが１２

社に増え、それらで全国の砂糖生産量の６８%を占

めるようになった。中国食品工業統計年鑑によると、

２０１7/１８製糖期の全国のてん菜糖生産企業（グ

ループ）は4社、てん菜糖工場は２９カ所であり、

中国全土における１日のてん菜処理能力は９万 

３９００トンであった［5］。

　なお、てん菜糖工場の地域的分布を見ると、黒龍

江省の製糖工場数の減少が最も顕著で、２０１7/１８

製糖期には３カ所まで減少した。新疆ウイグル自治

区と内モンゴル自治区では製糖工場数はほぼ変わら

ず、新疆ウイグル自治区では１４カ所前後、内モン

ゴル自治区でも７カ所前後に保たれている。全国の
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てん菜糖工場数が減少しても、てん菜糖生産量に著

しい減少は見られていないことから（図５）、製糖

企業の規模が拡大し、製糖能力が大幅に向上してい

ることが、ここからもうかがえる。

（注１）�砂糖の売買体制の改革とは、砂糖の流通を計画的
な配分から産業的な自主販売に変更することであ
る。この改革は、砂糖産業自体の発展促進を目的
としていたが、それに対応する支援策が十分では
なかったため、砂糖企業は損失を被った。

（注２）�１９９１/９２製糖期の砂糖生産量は7９１万トンに達
し、自給率が１00%となった。この時、国内市場

を安定させるために輸入量を削減すべきだった
が、１９９２年の砂糖輸入計画では削減量の調整が
行われなかったため、市場では供給が需要を明ら
かに上回り、価格が急落した。

（注３）�同政策とは、砂糖生産の発展を促進するために、
糖料作物生産農家に一定量の穀物を一律の価格で
供給するという、中国国務院によって採択された
インセンティブ策である。この政策が中止された
ことで、農家のてん菜作付けの意欲が低下し、そ
の後の生産量の減少につながった。

（注４）�黒龍江省１６万トン、新疆ウイグル自治区３６万トン、
内モンゴル自治区７万トンなど。

（２）てん菜糖の生産量
　中国のてん菜糖（写真２）の生産量は甘しゃ糖と

比較して相対的に少ないものの、安定して推移して

いる。２0１８/１９製糖期の砂糖の総生産量は１07６�

万トン（前年度比４.４%増）で、そのうちてん菜糖

の生産量は１３２万トン（同１４.３%増）とかなり大

きく増加した（図５）。

表３　製糖企業数および製糖工場数の推移
（単位：件）

製糖期 １９８7/８８ １９９１/９２ ２00３/0４ ２00５/0６ ２00９/１0 ２0１３/１４ ２0１7/１８

製糖企業数 – – ２１３ １３９ ４９ ４８ ４６

うち�てん菜糖企業数 – – ３９ ２４ ５ ５ ４

製糖工場数 ４８３ ５４４ ３１５ ２８９ ２7６ ２６0 ２１６

うち�てん菜糖工場数 ８３ １0２ ４0 ３９ ３６ ３１ ２９

　黒龍江省 – – １２ １7 ９ ５ ３

　新疆ウイグル自治区 – – １４ １４ １４ １４ １４

　内モンゴル自治区 – – ７ ８ ５ ５ ７

　その他 – – ７ - ８ ７ ５
資料：中国食品工業統計年鑑
注１：製糖期は、９月末〜翌５月末。
注２：「－」は、数値不明。
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図５　中国の総製糖量とその内訳の推移

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

（万トン）

（製糖期）

甘しゃ糖 てん菜糖

総製糖量

資料：中国食品工業年鑑
　注：製糖期は、９月末〜翌５月末。

写真２　�砂糖売り場の様子（てん菜糖の多くは、日本の上白糖のようにしっ
とりした「綿白糖」として販売されている。一方、甘しゃ糖の多く
は、グラニュー糖のような「白砂糖」として販売されている）
注：右の写真については、農畜産業振興機構提供。

　産地別の動向を見てみると、てん菜糖工場数の推

移と連動する形で黒龍江省の生産量の減少が最も顕

著である一方、新疆ウイグル自治区と内モンゴル自

治区の生産量は近年、過去最大の伸び率を記録し、

てん菜糖の主要生産地域となった（表４）。

　なお１ヘクタール当たりのてん菜糖生産量は

２00９/１0製糖期の２.7トンから２0１６/１7製糖期に

は６.0トンに増加した。この要因として、てん菜の

単収の増加や糖含有率の上昇が挙げられるが、同国

の単収や糖含有率はてん菜糖主産国の水準に未だ達

していない。このことから、同国に適したてん菜の

育種を急ぎ、それぞれの地域に適した栽培方法の普

及が必要である。
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３　てん菜糖業の課題
（１）�科学技術分野におけるイノベーション

不足
　中国は、てん菜の育種に関する研究や普及活動を

十分に行う必要がある。輸入品種は、収量は多いも

のの糖含有量が低いため、てん菜糖の生産コストが

高くなり、結果的に国際市場における国内産糖の競

争力が低くなるという問題を抱えている。しかしな

がら、農家は収量の多い輸入品種を好むため、国産

品種のシェア拡大が困難な状況にある。

　加えて、てん菜の肥料や農薬の施用技術の向上、

使用量の削減などに関する研究の強化が必要であ

る。特に施肥技術の研究には、肥料の研究開発、か
んがいと施肥の一体化、人工知能（AI）などを利

用した最適な施肥方法を診断するシステムの開発

など、より踏み込んだ研究が必要である。さら

に、てん菜糖の生産過程においても、エネルギー、

水使用量や二酸化炭素排出量の削減などの環境に関

する研究開発について、まだまだ改良すべきことが

多い。

　これら新技術の研究開発に力を入れると同時に、

新品種や新技術の普及も加速させる必要がある。研

究機関から企業、農家への技術普及体制を早急に構

築し、主産地における糖料作物栽培の大規模化、水

利の整備、機械化などを早急に進めるべきである。

（２）�不適切なてん菜の買取方法や他作物と
の競合

　中国では、不適切なてん菜の買取方法やてん菜の

収益性の低さがてん菜糖業の健全な発展を阻んでい

る。てん菜の買取価格は国際的には糖含有量に応じ

決定されるのが一般的であるが［7］、この方法はて

ん菜栽培農家が単にてん菜生産量の最大化を求める

のではなく、てん菜の糖含有量を重視する上で効果

的であり、てん菜製糖企業の持続可能で安定的な経

営をする上でも重要である。しかしながら現実は、

糖含有量に応じた買い取りが行われていない地域も

あれば、糖含有量の測定値の正確性について、農家

が疑念を抱くなどの問題が生じている場合もある。

　一方、さまざまな作物との競合もてん菜糖業の発

展の不確実性に拍車をかけることとなっている。て

ん菜は多くの資金の投入を必要とする作物であり、

１ヘクタール当たりの生産コストは穀物系作物より

３０００元（５万２8００円）ほど高い［8］。そのため、

他作物の市場価格が上昇している場合、農家が競合

作物への転作を行う可能性があり、てん菜の作付面

積の減少を招きやすい状況にある。

（３）安価な輸入砂糖との競合
　中国国内のてん菜糖は生産コストが高く、採算を

取るため売価を高く設定する必要があるが、安価な

表４　産地別のてん菜糖生産量の推移
（単位：万トン）

製糖期 1984/85 1991/9２ 1999/００ ２００9/1０ ２０1３/14 ２０２０/２1

砂糖生産量 4３1.5 791.6 681.２ 1０7３.8 1３３1.8 1０1２.０

うち　てん菜糖 88.０ 166.6 66.２ 6０.０ 74.6 15３.３
（割合） （２０.4％） （２1.1％） （9.7％） （5.6％） （5.6％） （15.２％）

　黒龍江省 44.２ 6３.9 1２.4 9.9 ３.０ 1.5

　新疆ウイグル自治区 7.２ ２8.1 ３２.０ ３8.4 44.9 57.6

　内モンゴル自治区 16.1 ３1.5 7.4 7.０ 17.０ 89.1

　その他 ２０.5 4３.1 14.３ 4.7 9.7 5.1
資料：中国食品工業統計年鑑、中国糖業協会
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輸入砂糖の流入により市場価格の下落を招いてい

る。特に２０１１年以降の数年間は、過剰な砂糖輸入

により国内産業が打撃を受け、てん菜農家の作付け

意欲が大きく減退した。中国海関総署の統計データ

によると、近年、砂糖の輸入量は減少していたもの

の、２０２０年５月に行われた関税割当枠外の砂糖に

対する追加関税の撤廃後は記録的なペースで増加し

ている（注）。さらに中国農業農村部は、今後数年、

中国の砂糖輸入量が増加傾向で推移すると予想して

いる。輸入量を抑えて国内のてん菜糖業を保護する

ためには依然として障壁が多く存在する。

（注）�２０２０/２１年度の砂糖輸入量の動向や関税割当枠外
の砂糖に対する追加関税の撤廃の影響については、
本誌２０２１年１０月号の「砂糖の国際需給 4.�世界の
砂糖需給に影響を与える諸国の動向（２０２１年9月
時点予測）」の中国の項（https://www.alic.go.jp/
joho-s/joho０7_００２5２4.html）を参照されたい。

４　てん菜糖業の今後の展望
　中国農業農村部の『２０２０年栽培業の業務の要点』

では、「綿花、油糧種子、糖料作物については合理

的に自給水準を保ち、糖料作物の面積は１６０万ヘ

クタールに安定するよう力を尽くす」ことが示され

ている［9］。このため、てん菜の作付面積は今後安

定的に推移すると見込まれる。しかし、農家の作付

け意欲を維持するためには、てん菜の買い取り価格

を安定させると同時に、注文買取方式（注）の継続に

より市場リスクを抑えることで、初めて、てん菜の

栽培を長期的に安定させることが可能となる。

　また、政府部門や業界関係から品質と効率の向上

がますます重視されるようになっており、２０１7年

に中国糖業協会が策定した『糖業転換・向上行動計

画（２０１８―２０２２年）』には、２０２２年にてん菜の

単収を１ヘクタール当たり55.5トンから同６３.０〜

６7.5トン、てん菜の機械播種率を８０%から9８%、

てん菜の機械収穫率を６０%から9０%に引き上げる

と示されていることなどから、てん菜の単収につい

ても、着実に増加すると見込まれる。てん菜の生産

過程、特に収穫過程における機械化の推進は、単収

を増やす上で重要な取り組みである。

　最後にてん菜の作付面積と単収の傾向を総合して

考察すると、中国のてん菜糖生産量は今後、増加す

る傾向にあると見込まれる。しかし、さらなる砂糖

産業の発展のためには、糖業の変革および栽培技術

などの向上ならびに競争力の強化に重点を置くべき

であり、優良品種の育種と普及を早急に進め、てん

菜の糖含有量や製糖歩留まりを引き上げることも併

せて必要である。また、今後、土地の使用権の譲渡

やてん菜栽培の大規模化・集約化が進むとともに、

「糖含有量による価格決定」の導入がさらに進むと

予測されるが、これは農家の作付け意欲を維持し、

てん菜の品質を高める上でも重要な意味を持つと考

えられる。

（注）�てん菜糖企業が作成した生産計画に基づき、農家と
生産・販売契約を締結する方法。農家からのてん菜
の供給を安定化させることで、企業と農家間の取引
に係るコストを削減することができる。企業はてん
菜の生産規模や品質を管理するため、てん菜農家に
対して栽培方法の指導なども行う。現在多くのてん
菜糖企業で、同方式が採用され始めている。
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３　てん菜糖業の課題
（１）�科学技術分野におけるイノベーション

不足
　中国は、てん菜の育種に関する研究や普及活動を

十分に行う必要がある。輸入品種は、収量は多いも

のの糖含有量が低いため、てん菜糖の生産コストが

高くなり、結果的に国際市場における国内産糖の競

争力が低くなるという問題を抱えている。しかしな

がら、農家は収量の多い輸入品種を好むため、国産

品種のシェア拡大が困難な状況にある。

　加えて、てん菜の肥料や農薬の施用技術の向上、

使用量の削減などに関する研究の強化が必要であ

る。特に施肥技術の研究には、肥料の研究開発、か

んがいと施肥の一体化、人口知能（AI）などを利用

した最適な施肥方法を診断するシステムの開発な

ど、より踏み込んだ研究が必要である。さらに、て

ん菜糖の生産過程においても、エネルギー、水使用

量や二酸化炭素排出量の削減などの環境に関する研

究開発について、まだまだ改良すべきことが多い。

　これら新技術の研究開発に力を入れると同時に、

新品種や新技術の普及も加速させる必要がある。研

究機関から企業、農家への技術普及体制を早急に構

築し、主産地における糖料作物栽培の大規模化、水

利の整備、機械化などを早急に進めるべきである。

（２）�不適切なてん菜の買取方法や他作物と
の競合

　中国では、不適切なてん菜の買取方法やてん菜の

収益性の低さがてん菜糖業の健全な発展を阻んでい

る。てん菜の買取価格は国際的には糖含有量に応じ

決定されるのが一般的であるが［7］、この方法はて

ん菜栽培農家が単にてん菜生産量の最大化を求める

のではなく、てん菜の糖含有量を重視する上で効果

的であり、てん菜製糖企業の持続可能で安定的な経

営をする上でも重要である。しかしながら現実は、

糖含有量に応じた買い取りが行われていない地域も

あれば、糖含有量の測定値の正確性について、農家

が疑念を抱くなどの問題が生じている場合もある。

　一方、さまざまな作物との競合もてん菜糖業の発

展の不確実性に拍車をかけることとなっている。て

ん菜は多くの資金の投入を必要とする作物であり、

１ヘクタール当たりの生産コストは穀物系作物より

３０００元（５万２8００円）ほど高い［8］。そのため、

他作物の市場価格が上昇している場合、農家が競合

作物への転作を行う可能性があり、てん菜の作付面

積の減少を招きやすい状況にある。

（３）安価な輸入砂糖との競合
　中国国内のてん菜糖は生産コストが高く、採算を

取るため売価を高く設定する必要があるが、安価な

表４　産地別のてん菜糖生産量の推移
（単位：万トン）

製糖期 1984/85 1991/9２ 1999/００ ２００9/1０ ２０1３/14 ２０２０/２1

砂糖生産量 4３1.5 791.6 681.２ 1０7３.8 1３３1.8 1０1２.０

うち　てん菜糖 88.０ 166.6 66.２ 6０.０ 74.6 15３.３
（割合） （２０.4％） （２1.1％） （9.7％） （5.6％） （5.6％） （15.２％）

　黒龍江省 44.２ 6３.9 1２.4 9.9 ３.０ 1.5

　新疆ウイグル自治区 7.２ ２8.1 ３２.０ ３8.4 44.9 57.6

　内モンゴル自治区 16.1 ３1.5 7.4 7.０ 17.０ 89.1

　その他 ２０.5 4３.1 14.３ 4.7 9.7 5.1
資料：中国食品工業統計年鑑、中国糖業協会
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輸入砂糖の流入により市場価格の下落を招いてい

る。特に２０１１年以降の数年間は、過剰な砂糖輸入

により国内産業が打撃を受け、てん菜農家の作付け

意欲が大きく減退した。中国海関総署の統計データ

によると、近年、砂糖の輸入量は減少していたもの

の、２０２０年５月に行われた関税割当枠外の砂糖に

対する追加関税の撤廃後は記録的なペースで増加し

ている（注）。さらに中国農業農村部は、今後数年、

中国の砂糖輸入量が増加傾向で推移すると予想して

いる。輸入量を抑えて国内のてん菜糖業を保護する

ためには依然として障壁が多く存在する。

（注）�２０２０/２１年度の砂糖輸入量の動向や関税割当枠外
の砂糖に対する追加関税の撤廃の影響については、
本誌２０２１年１０月号の「砂糖の国際需給 4.�世界の
砂糖需給に影響を与える諸国の動向（２０２１年9月
時点予測）」の中国の項（https://www.alic.go.jp/
joho-s/joho０7_００２5２4.html）を参照されたい。

４　てん菜糖業の今後の展望
　中国農業農村部の『２０２０年栽培業の業務の要点』

では、「綿花、油糧種子、糖料作物については合理

的に自給水準を保ち、糖料作物の面積は１６０万ヘ

クタールに安定するよう力を尽くす」ことが示され

ている［9］。このため、てん菜の作付面積は今後安

定的に推移すると見込まれる。しかし、農家の作付

け意欲を維持するためには、てん菜の買い取り価格

を安定させると同時に、注文買取方式（注）の継続に

より市場リスクを抑えることで、初めて、てん菜の

栽培を長期的に安定させることが可能となる。

　また、政府部門や業界関係から品質と効率の向上

がますます重視されるようになっており、２０１7年

に中国糖業協会が策定した『糖業転換・向上行動計

画（２０１８―２０２２年）』には、２０２２年にてん菜の

単収を１ヘクタール当たり55.5トンから同６３.０〜

６7.5トン、てん菜の機械播種率を８０%から9８%、

てん菜の機械収穫率を６０%から9０%に引き上げる

と示されていることなどから、てん菜の単収につい

ても、着実に増加すると見込まれる。てん菜の生産

過程、特に収穫過程における機械化の推進は、単収

を増やす上で重要な取り組みである。

　最後にてん菜の作付面積と単収の傾向を総合して

考察すると、中国のてん菜糖生産量は今後、増加す

る傾向にあると見込まれる。しかし、さらなる砂糖

産業の発展のためには、糖業の変革および栽培技術

などの向上ならびに競争力の強化に重点を置くべき

であり、優良品種の育種と普及を早急に進め、てん

菜の糖含有量や製糖歩留まりを引き上げることも併

せて必要である。また、今後、土地の使用権の譲渡

やてん菜栽培の大規模化・集約化が進むとともに、

「糖含有量による価格決定」の導入がさらに進むと

予測されるが、これは農家の作付け意欲を維持し、

てん菜の品質を高める上でも重要な意味を持つと考

えられる。

（注）�てん菜糖企業が作成した生産計画に基づき、農家と
生産・販売契約を締結する方法。農家からのてん菜
の供給を安定化させることで、企業と農家間の取引
に係るコストを削減することができる。企業はてん
菜の生産規模や品質を管理するため、てん菜農家に
対して栽培方法の指導なども行う。現在多くのてん
菜糖企業で、同方式が採用され始めている。
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